
平成28年度在学者用　奨学金案内（大学院）

大学院に在学中の

在学在学在学在学奨学金
制度って？

返還は
どうなるの？申込時期は

いつ？

第 一 種 奨 学 金
〔定期採用・緊急採用〕

第 二 種 奨 学 金
入学時特別増額貸与奨学金

〔定期採用・応急採用〕

（平成28年4月1日）



【申込情報の保護について】

奨学金申込みから採用後までの流れ

募集（機構▶学校▶学生）

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

申込み・書類提出（本人▶学校）

推薦（学校▶機構）

▼
学内選考

日本学生支援機構選考

「返還誓約書」の提出（本人▶学校▶機構）

振込み

修了（貸与終了）

返　還

採用の決定・通知（機構▶学校▶本人）

※「緊急採用（無利子）」、
　「応急採用（有利子）」は
随時申込みができます。

◆　綴込用紙（16～17ページの間に挟み込んでいます。）
　　【用紙①】　「スカラネット入力下書き用紙」
　　【用紙②】　「収入計算書」



日本学生支援機構の奨学金制度
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Ⅰ．奨学金を希望する皆さんへ

3平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

第1部

機構の奨学金 貸与 返還の義務

必ず返還

　予約採用………進学する前に貸与を申し込みます。
　在学採用………進学後に貸与を申し込みます。

この冊子では、在学採用について説明します。

1．第一種奨学金
2．第二種奨学金
3．入学時特別増額貸与奨学金

⑴ あなた自身が「借りる」

⑵

⑶ 返還義務も
本人にあります
⑷

⑸　
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4 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

Ⅱ．奨学金の概要

学生
本人名義に限る

（1）採用の種類

　①定期採用
毎年4月

　②緊急採用・応急採用

家計が急変し、

随時奨学生の募集を行っています 家計が急変し
てから12か月以内に申し込む必要があります

（注１）

（注２）

ただし、
平成 28年度入学者は、入学月
までしかさかのぼることができ
ません。

（注３）

　　　奨学金の種類1
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5平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　　　　　　　　入学時特別増額貸与奨学金の対象者は、
　　　　　　　　　　「国の教育ローン」を利用できない人です。

（2）貸与期間

重要
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6 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

Ⅱ．奨学金の概要

　　　貸与金額
（1）貸与金額

（2）貸与金額の選択

　　　保証制度

4

　　　利率の算定方法

　　　個人信用情報機関への登録

7

　　　【重要】
（1）外国籍の方へ（在留資格の確認について）

（2）過去に機構の奨学金を受けたことがある方へ

2

3

4

5

6

家族滞在

（注1）

（注2）
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Ｉ．申込みにあたって

7平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

第2部

（注）

人物・
健康・学力・家計

基準を
満たしていても、予算の関係で
採用されない場合があります。

必ず控除
前の年収金額を入力してくださ
い。

　　　募集時期

　　　申込資格

6

　　　申込基準
（1）学力基準

（2）家計基準

1

2

3

この冊子では、定期採用を中心に説明します。
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8 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

（注１）

（注 2）

～

～

　　　保証制度の選択

（1）人的保証制度

●連帯保証人

●保証人

（2）機関保証制度（26ページ（第４部 関係資料 資料5）参照）

（3）保証制度の選択

人的保証を選択した場合は、採用時に提出しなければならない書類（「返還誓約書」）に
連帯保証人及び保証人が自署・押印（実印）し、「印鑑登録証明書」等を添付しなければ
なりません。この段階になって連帯保証人等から断られることのないように、申込みの時
点から依頼する予定の人によく説明をして承諾を得ておいてください。
　なお、返還誓約書を提出しない場合は採用が取り消されます（13ページ参照）。

4
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9平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

5　　　機関保証制度について
（1）機関保証と返還

（2）保証の範囲と保証の期間

（3）保証料

（4）保証料の返戻

（5）保証機関（協会）による保証債務の履行（代位弁済）

重要　　　　　　　　　　　
機関保証から人的保証への変更はできません。
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Ｉ．申込みにあたって

10 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　利率の算定方法の選択

　　　個人信用情報機関の利用と登録等についての同意

⑴

⑵
⑶

⑷

7

個人信用情報機関とは…

【個人信用情報機関への登録の流れ】

１．申込み～採用決定、振込み

２．返還開始～延滞発生

３．返還者（個人信用情報機関に延滞者として登録中）がクレジット
カードの利用申請～契約不可

４．機関保証制度加入者の例（代位弁済実行～代位弁済実行後完済）

５．人的保証制度加入者の例

6

日本国際教育支援協会

日本学生支援機構

全国銀行個人信用
情報センター
　　[銀行系 ]

学校
奨学生
（返還者）
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Ⅱ．貸与を受けている間の注意事項

Ⅲ．貸与終了後の返還

11平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　返還方法の概略

3

　　　貸与終了時の手続き

　　　減額返還及び返還期限の猶予

　　　返還の延滞と延滞金

2

　　　第一種奨学金の特記事項

1

2

3

4

5

期限の利益とは…



申込手順等
Ⅰ．申込手順
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12 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

第3部

～

～

□確認書兼同意書
□スカラネット入力下書き用紙
□収入計算書
□ 収入に関する証明書類
□その他学校が指定する書類

重要

　　　　　　　　　　　
個人番号（マイナンバー）について

提出しないでください
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Ⅱ．採用時の手続き

13平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　採用決定

　　　「奨学生証」・「返還誓約書」等の交付
⑴ ⑵

⑶ ⑷

　　　「返還誓約書」の提出

期限までに提出しない場合は、採用時に遡って奨学生の身分を失います（振
込済みの奨学金は速やかに全額を返金する必要があります）。

（1）割賦方法の選択

（2）人的保証制度を選んだ人

（3）機関保証制度を選んだ人

1

2

（注1）

（注2）

3

重要

　　　　　　　　　　　
個人番号（マイナンバー）について

個人番号（マイ
ナンバー）が記載されていないもの
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Ⅲ．提出書類

14 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書（確認書兼同意書）

　　　収入に関する証明書類

（1）収入の種類と「【用紙②】収入計算書」及びスカラネットに記入・入力すべき内容

1

2

−

−

−

−
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Ⅲ．提出書類

15平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

（2）収入に関する必要な証明書類（証明書類はコピー可です。提出された証明書類は返却できません。）

　　　その他3

～



Ⅳ．収入に関する「スカラネット入力下書き用紙」の記入要領
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16 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

8

～

～

実際の入力イメージ

「スカラネット入力下書き用紙」

（ア）
必ず入力
する

（イ）
前年に対して
変動が見込まれる
場合に限り入力
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Ⅴ．スカラネットによる申込み

17平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

学校から指定された申込期限までに、

奨学金を申込む際、下記の 10項目を必ず確認する必要があります。
重要事項

　　　スカラネット入力に関する注意事項1

貸与制（借りるもの）
返還義務

奨学金の貸与月額は、月々必要となる金額

「人的保証」か「機関保証」 海外留学奨学金は、
「人的保証」と「機関保証」の両方

「利率固定方式」か「利率見直し方式」

「奨学金継続願」を提出

奨学金の返還は、口座振替（リレー口座）

返還は、貸与終了後７ヶ月目から
住所が変わった 必ず日本学生支援機構に届け出る

「減額返還制度」
「返還期限猶予制度」

確　認　事　項



Ⅴ．スカラネットによる申込み
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18 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

（2）識別番号の入力

（3）確認書の提出状況の入力

　　　スカラネット用ホームページヘアクセス（接続）
（1）ホームページアドレス（URL）の入力

Ⓐの確認事項および

Ⓐ
Ⓑ

2

～
～ ～

Ⓐ Ⓑ
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Ⅴ．スカラネットによる申込み

19平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

（4）奨学金学種（学校）の選択

（5）申し込む奨学金の選択

（6）「奨学金申込情報一覧」（申込内容の確認・訂正）



Ⅴ．スカラネットによる申込み
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20 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

（7）あなたの受付番号

（8）申込画面の終了

？　こんな時どうするの
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関係資料第4部

21平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

第1希望：第一種

第1希望：第一種　　　　　　　　第2希望：第二種

第1希望：第二種

第1希望：第一種と第二種（併用）

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第一種

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第一種　第3希望：第二種

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第二種

資料1 スカラネット入力に係る注意事項
　　　スカラネットの動作確認済み環境

　　　文字入力

「﨑」、「髙」、「𠮷」、「濵」、「桒」、「栁」

　　　奨学金申込情報

1

2

3
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22 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料2 　入学時特別増額貸与奨学金について

3

入学時特別増額貸与奨学金を利用できません。

資料3 　第二種奨学金（入学時特別増額貸与奨学金を含む）の利率の算定方法

　　　利率算定方法選択制について
（1）か（2）のいずれか一方を選択します。

（1）利率固定方式

将来、市場金利が変動した場合も、利率は変わりません。
（2）利率見直し方式

将来、市場金利が変動した場合は、それに伴い利率も変わります。

　　　利率の算定方法の変更手続き

☆以下の場合は、利率の算定方法を変更できません。

1

2
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23平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料4 　奨学金の返還（月賦返還の例）
機構の奨学金は貸与であり、返還の義務があります。

返還する義務があることを十分自覚したうえ
で、申込みをしてください。

　　　第一種奨学金

　　　第二種奨学金

　　　増額貸与利率の算定方法

　　　実際の利率について4

1

2

3
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24 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　元利均等返還について
（1）利率固定方式における返還の概略図

元金分

利息分

20年15年10年5年

金
賦
割

元金分

20年15年10年5年

利率の上昇 利率の上昇利率の下降

利息分
金
賦
割

（2）利率見直し方式における返還の概略図

3
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25平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　奨学金貸与額別の返還額等の試算について4
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26 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料5 　機関保証制度の仕組み

　　　保証の申込みから奨学金の貸与・返還まで

　　　奨学金の返還を延滞した場合

学 校

奨学生本人
（返還者）

日本国際教育支援協会
（保証機関）

日本学生支援機構

奨学生本人
（返還者）

日本国際教育支援協会
（保証機関）

日本学生支援機構
個人信用
情報機関

　機関保証制度の約款については、29ページ（第4部 関係資料 資料7 ）を参照してください。

1

2
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27平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料6 　機関保証制度の保証料（目安）

　　　第一種奨学金

　　　第二種奨学金

1

2
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28 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

　　　第二種奨学金と入学時特別増額貸与奨学金（30万円を選択した場合）3
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29平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料7 機関保証制度の「保証委託約款」
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30 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

【個人信用情報同意条項】

資料8 　個人信用情報の取扱いに関する同意条項
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31平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学院）

資料9 　スカラネット・パーソナルについて

◎　スカラネットＰＳにアクセスするには

http://www.jasso.go.jp/

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/



ホームページ
と

モバイルサイトについて

★日本学生支援機構と奨学生の皆さんとの連絡は学校を通じて行われます。機構のホーム
ページにおいても、随時情報を提供しています。
★モバイルサイトからも手軽に奨学金情報をご覧になれます。毎月の奨学金振込日や、返
還振替日などの情報を掲載したメールマガジンも配信していますので、ぜひ登録して
ください。

日本学生支援機構（JASSO）ホームページアドレス

http://www.jasso.go.jp/
日本学生支援機構（JASSO）モバイルサイトアドレス

http://daigakujc.jp/jasso/

スカラネットによる奨学金申込みは専用のアドレス
（http://www.sas.jasso.go.jp/）へ接続してください。


